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南極リ ユツオホルム湾沿岸露岩帯の藻類植生（予報）

秋　　　山 優＊

　　　　　　　　　　　　Masaru　AKIYAMA＊
A　Pre11m1nary　Note　on　Som．e　A1gae　Found　m　the　Ice－Free　Area

　　　of　the　Coasta1Reg1on　of　Lutzow－Ho1m　Bay，Antarct1ca

　Ab就蝸枇　Durmg　Antarct1c　austra1sum血er1972＿1973，an　eco1og1ca1and　taxonom1ca1
mYest1gat1on　was　carr1ed　out，as　a　part　of　progralm　of　the14th　Japanese　Antarct1c　Exped1t1on

Th1s　paper　presents　pre11mmary，some　eco1og1ca1and　f1ora1note　on　a1gae　fomd　m　the1ce－

free　area　of　the　coasta1reg1on　of　L砒zow－Ho1m　Bay　Mam　resu1ts　are　as　fo11ows，1）a

noteworthy　f11amentous　green　a1ga　0θ∂og・o〃舳πsp　（probab1y　new　to　sc1ence）1s　new1y

recorded　from　severa1m1and　freshwater1akes　of　th1s1ce－free　reg1on（West　Ongu1，Skarvs
Nes，and　Ska11en），11）co1ored　snow　composed　of　such　a1gae　as860肋Z1α，006ツ5枕and　certa1n

cryophyt1c　a1gae1s　f1rst1y　recogmzed　from　the　Japanese　terr1tory　of　Antarct1ca，m）notes　on

some11thophyt1c，endo11th1c　and　hypo11th1c　a1gae　are　descr1bed，1▽）a1gae　of　the　fo11owmg

genera　were1so1ated　from　the　sandy　and　s11ty　s011of　th1s　reg1on，GZ060伽06，Aμαηooψ5α，
8ツ〃κん・・oo・螂，肋o閉滅舳，〃03肋，ル・αろαθ〃α，醐go〃θ〃1α，8・ツ広oπ㈱α，C〃舳〃o〃・o〃α5，8地1・ooo－

60伽，K1θあ50閉z〃〃〃z，KoZ〃Zα，C1zZor06060〃伽，乃炉αoツ3眺，ClzZoro舳κ加α，Cんα閉6｛z〃〃，Cツ〃zみooツ3桃，

一Mo〃o伽5，PZακoo1zZo閉，Hθ炊o肋〃”，H碗r060㏄螂，and　certam　spec1es　of　d1atoms

　1　は　じ　め　に

　国際地球観測年を契機として1956年にはじめられた日

本の昭和基地を中心とした南極地域観測は，すでに1974

年の段階において第15次の越冬観測が継続されている。

これまでに行なわれた日本の南極観測の成果について，

特に藻類学的なものについてみると，海域に関しては，
　　　　　　　　1）　　　　　　　　　2）
FUKUsHIMA，1961，lM［EGUR0．1962，HARAsHIMA，
　　　　　　　　　　　　　3）
IsHIDA，　and　MEGUR0．1964，　FUKUsHIMA，　and
　　　　　　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，6，7）

MEGUR0．1966，星合，1969－1，一2．1972による海水

中のプランクトンの分類，生態ならびに生化学的な研究

が報告されている。また陸水域についてみると，NEG－
　　　　　　　8，9）　　　　　　　10）
0R0．1961．1968，HIRAN0．1961，FUKUsHIMA，1961，
　　　　　　11～14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）

1962．1963．1968，福島，綿貫，小林，1973，小林，
　　　　　　　　　　　16～19）
1962．1963－1，一2．1965などによる報告があるが，こ

れらの大部分はヶイ藻類の植生，生態，分類および形態

的変異性を主体にしたもので，その概要については

FUKUSHIMA，1970によって報告されている。

　しかし陸水域に関しては，これまでの報告をみると、

ケイ藻類以外のラン藻類，緑藻類の報告は少なく争さら

に湖沼学的な視点からの調査，湖底堆積物などに関して

は全く未知の点が多い。さらに南極の土壌中に生育する
　　　　　　　　　　　　　　　　21，22）
藻類に関しては，AKIYAMA，1967．1968によるオノク

＊島根大学教育学部生物学研究室

　Laboratory　of　B1o1ogy，Facu1ty　of　Educat1on，

Shmane　Umvers1ty，Matsue　Japan

ル島の砂質土壌の培養による結果報告をみるのみで，大

陸露岩帯については全く未知であるといってよい。

　今回私は1972年12月より1973年2月にかけて，第14次

南極観測に参加し，リュツオホルム湾沿岸の露岩帯の陸

水藻類ならびに土壌藻類の調査をしたので，その結果の

概要について報告する。

　2　調　査　結　果

　211調査地域と環境概要

　今回の南極観測夏期フィールド調査地域は、プリンス

オラフ沿岸の大陸露岸帯である日の出岬，リュツオホ

ルム湾沿岸の大陸露岩帯であるラノクホフテ　（Lang

Hovde），フレイトホクニッパ　（Bre1dvogn1pa），　スカ

ルフス不ス（Skarvs　Nes），　スカーレノ（Ska11en）お

よび氷海内の東および西オングル島（Ongu1Is．），オ

ングルカルベン島（0ngu1ka1ven）およびルンパ島

（Rumpa）の9地域である（図・1）。これらの地域

は，大陸氷河から基盤岩が裸出した露岩帯で，いわゆる

オアシス帯として多数の湖沼が散在し，陸水藻類の生育

に適している。これまでに，このような湖沼の水質につ

いてはいくつかの報告がみられる（菅原。鳥居，1957，
　　　　23，24）
目黒，1962）。今回の調査では表何1のような結果が得

られた。

　この結果からもわかるように，この地域の湖沼にはそ

の水質の面から考えて，夏期における融雪水に起因する

淡水型の湖沼（その大部分は水深1刎程度）と，陸地の
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図⑭1 南極昭和基地およびリュツオホルム湾沿岸露岩帯地図（調査地域）

隆起による海跡湖として考えられる，現在の海水程度か

らさらに数倍の塩素イオン濃度をもった塩水湖，および

風送塩によると考えられる漁水型湖沼があることが指摘

できる。そしてこれらの環境要因の差は後に述べるよう

に，それぞれ独白な植生をもった生態系を構成している

ことがわかる。また塩水湖についてはこれらの塩分濃度

の落差は，南極における水収支（特に乾燥による濃縮

化）の特徴と，これに伴なう湖沼の特異な遷移遇程を示

すものとして興味深い。

　湖水申における藻類プランクトンの量的な指標として

のクロロフィル含量については，これまでにあまり調

査されていない。GOLDMAN，MASON，and　W00D，
　25）

1972によると，ロス島の小形の池では，134肋g／㎡が記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26）
録され，またSAMsEL，Jr　and－PARKER，1972は、ア

ンバース島の2つの湖沼で36～41η／㎡および31～

112㎎／〃のクロロフィル含有量を記録して1、、る。今回

の調査では，日の出岬の池でO．18～O．64猟9／〃、スカル

ブスネスのふなぞこ池でO．68～5．9η／刎3程度の含有量

を測定したが，これらはロス島やアンバース島の池に

比較して著しく低い。このことはGOLDMANおよび

SAMsEL，Jr．達の調査した池がいずれも大形のペンギ

ンルッカリーからの影響を受け易い地点であること，さ

らにアンバース島の場合は特に亜南圏に位置すること

（40．46！S）などの条件から考えて争湖沼として富栄養

あるいは温度的にみて藻類にとって有利な条件にあるこ

とに起因するものと考えられる。

　藻類の生育環境としての土壌の環境条件については，

現在までに充分な検討のできる詳細なデータは得られて
　　　　　　　　　　　　　　21，22）
いないが、秋山、1967．1968の調査によるオングル島産

の土壌の大部分が砂質であったのと同様に争今回の大陸

露岩帯の調杏結果もほぼこれに似た状態であった。しか

しこのような砂質土壌のほかに各所の構造土（patter－

ned　soi1）地帯には氷河性のシルト質土壌もみられ，後述

するようにこれらの土からも藻類の出現が認められた。

　土壌の温度については，すでに多くの調査があり、そ

の結果は地域あるいは地形の差によって異るが至CA－
　　　　　　　　　　　　　　　27）
MERON，KING，and　DAVID，1970によるトライハレー

（77◎S）では表層部で一5～十13．C　（12月夏期）を記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28）
録している。またSCHOFIELD，andRUDOLPH，1976

によるとロス島の夏期における岩石の表面温度が十14．5

～18．1◎Cに一もなることを報告している。今回の調査で

はオングルカルベン島（1973年1月10日）では表12の

ような結果が得られた。

　この結果からもわかるように。南極における土壌表面

の温度は太陽からの輻射エネルギーによって想像以上に

高い温度を示すようになることがわかる。このことは土
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壌中で生育する藻類にかなり有利な環境条件であること

が考察できる。

　2｝　陸水湖沼の藻類

　昭和基地を中心にした南極の陸水湖沼の藻類に関して
　　　　　　　　　　　　　　　8，9）　　　10）
はすでに指摘したように，NEGORO，HIRANO，および
　　　　11～14）
FUKUSHIMAによって報告されており，その概要につい
ては。。。。。。I漱および福島，。。巌よってまとめら

　　　　　　　　　　　　　　30）
れている。さらにHIRAN0．1965によって南極地域全

般にわたっての，従来の淡水藻に関する研究の総括的な

論議がなされている。これらの報告をみると，南極の淡

水藻のフロラ構成の特徴としては，多くの場合プランク

トン形のものは少なく，糸状の体制をもったラン藻類が

優占種となっており，湖沼内では底生型のいわゆる＜藻

類マット＞を形成していることが指摘されている。福
29）

島によると昭和基地周辺の陸水では，ラン藻類としては

地吻6，Pんor伽〃〃〃z，050〃励o〃α，ルんZα〃α，んzα一

ろ〃伽，D励o伽虹，酌肌oん060㏄〃3が，またケイ藻類と

しては！V；α切6脇Zα伽励ooク5お，P肋舳Zαブ加oツ伽励oμθ一

Z㈹，Hと励洲脇〃砂肋〃3などが普通にみられるこ

とを指摘している。これに対して緑藻類としては極め

て少なく，わずかにH0閉z泌㈱，C”αηz”0ηz0〃伽，

P舳づ舳などが認められているにすぎない。

　今回私の調査した46地点の観察結果の概要をみると

（表・3），従来の調査結果とほぼ同様のことがわかる。

これらの藻類の出現状態をさらにそれぞれの池の環境的

特性とあわせてみると，夏期融雪水のたまった小形の浅

い淡水池，例えば日の串岬やスヵ一レンに散在する小

池などでは〃o閉滅舳，050〃肋伽，1）肋o伽虹，

1〉；05肋，8ツπκんooo㏄眺，C加o060㏄鮒などのラン藻およ

び肋r〃z励㈱，C0肋鮒伽〃などの緑藻，さらにケイ

藻としては肋倣50肋〃砂肋”ツ5および南極特有の

1V；ω｛o〃Zα舳加o畑5などの出現が認められるのが普通

である。またペンギンルッカリーなどに近い池ではこれ

らに混りナンキョクカワノリ　P閉5｛0Zαo”砂αf．α励α一

ブ6此αの糸状のいわゆる肋榊励Z〃ηStageのものや

動物性のセン毛虫類，ワムシ類，線虫類などの出現もか

なり多く認められる。これはペンギノによる池の邑栄養

化とも関係があるものと考えられる、さらに淡水湖沼と

してもうひとつの型は，西オングル島の大池，ス去一レ

ン大池，スカルブスネスのひょうたん池，きざはし池な

どのように，比較的大型で水深も深い池で前述のものと

は幾分変った檀生をもつものが認められる。これらの池

では，後述するように，南極としては新産と考えられる

大形の糸状緑藻の06∂ogo〃舳sp．を多産し，さらに

南極としては比較的少ない緑藻接合藻目に所属する

8肋κ伽肋閉刎spp．，C05刎〃伽〃spp．がプランクトン．

として出現することである。これらの藻類の分類学的詳

細については現在検討中である。

　すでに指摘したように，今回の調査地点の中にはいく

つかの演水湖沼（ラングホブデあけび池，スカルブスネ

表・1 昭和基地および周辺露岩帯の湖沼の水質＊

湖　　沼　　名

オングル島

　たらちね池

　みどり池
かもめ池
東　　　　池

　大　　　　池

ラングホブデ

　ぬるめ池
　いちぢく池

　ざくろ池
　あけび池
スカルブスネス

　ひょうたん池一

　すりばち池

　ふなぞこ池

　小ばち池
スカーレン

　大　　　　池

　ラ　ッ　パ池

採　水
年月日

1973．

2．15

〃

〃

2．16

〃

2．7

2．8

〃

〃

2．2

2．4

2．6

2．4

2，12

2．13

気　温
◎C

一1．4

－1．5

十〇．1

＋O．8

　O．〇

十1．5

－O．3

－0．3

一〇．8

＋5．5

＋5．O

＋5．3

一4．2

－3．2

水　温
oC

十4．5

＋4．5

十3．2

＋3．9

十4．6

＋7．2

＋9．1

＋3．3

十7．7

＋3．8

＋6．3

＋6．2

十1．5

＋2．1

塩　　素
仰／4

165．8

152．9

112．5

101．4

101．5

10450

208500

126000

　3914

　695．6

34100

133000

　4730

64，0

26．2

酸素
〃〃

9，24

9．43

10，09

9，89

9．22

12，84

1，15

3，65

8．04

9，56

6，60

4．09

10，75

9．40

リン酸塩
μザωμ

O．00

0，08

0，08

0．OO

O．08

O．21

0，21

0，00

0．16

O．04

0，64

0．00

O．06

0．16

ケイ酸塩
μ9一ωμ

13

33

21

10

17

　9

217

84

132

45

46

152

95

38

硝酸塩
μ9一ωμ

O．O

O．1

0．2

0．3

0．O

O．0

10．2

0．O

O．O

O．0

0．0

4．8

O．0

0．1

電気伝導度
　μ9／6刎

18100

7570

1670

47200

14600
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＊海洋化学担当の岩永義幸隊員の分析結果による◎
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表・2　オングルカルベン島の土壌温度

時　刻　　気温丁　　土壌温度℃　　垂直変化

　　　　　　　　　（水平面）
12：O0　　　　　　6，5　　　　　18，5

14：00　　　　　　5，0　　　　　19，0

15：O0　　　　　8，2　　　　15，3

18：O0　　　　　3，8　　　　13．6

　　（斜面）

　06物　31．3

－106肋　　18．2

－156物　　12．O

　（15：00）

1973年1月10日測定

スこぼち池）および高濃度の塩水湖沼（ラングホブデぬ

るめ池，いちぢく池争ざくろ池，スカルブスネスすりば

ち池，ふなぞこ池）が牟る。これらの湖沼の藻類植生を

みると，漁水湖沼の場合は036〃励oブづα，No伽Zα地，

肋o舳励㈱などのラン藻に混じケイ藻類のT〆oク”o一

〃挑の出現が認められるのが特徴である。このような南

極の漁水域における”o加ゐη挑の出現については，
　　　　12）
すでに福島によっても指摘されている。塩水湖沼の藻類

についてみると，淡水湖沼や漁水湖沼に比較してその種

組成は貧弱になる。塩水湖沼の中でも比較的濃度の低

い，ラングホブデぬるめ池（C1＝10450pPm）では塩

水湖沼の中でも豊富な植生をもち，ここではラン藻類の

CαZo伽な，030〃α乏or｛α，1V；o∂l1Zαブづαなどのほかに緑藻

類のHo閉励z舳，αα6o助oブαが認められた。HIRA－
　30）

NOによると、これまでに南極の陸水域からはαα∂0一

助α＾αの産出については報告されていない。しかし
　　　　　　　　31）
PAPENFUss，1964によると，これまでに南極の海域か

らは18種のαα6o幼o閉が認められており，今回の場

合はその出現が海岸に隣接する湖沼であるところからそ

れが海産の遺存種として考えることができる、さらに高

濃度の塩水湖沼としてスカルブスネスすりばち池（C1

：34100pPm）の藻類相をみると，ここではわずかに

海産のものと考えられるσZ0伽虹，および水中のプラ

ンクトンとして単細胞で極めて小形のC加肋鮒03，

”0加∂0惚三5をみるにすぎない。最も塩分濃度の高い

ラングホブデざくろ池（C1＝126000pPm）およびス

カルブスネスふなぞこ池（C1＝133000pPm）ではタ海

水の数倍にも達する塩分濃度のためほとんど生物は生育

することができず，わずかに高濃度の塩水に適応性をも

つ緑藻類の1二）1〃zα”θZZαsp．が認められるに過ぎない。

　今回の調査結果の中で特筆すべきことは、南極では未

知の糸状の緑藻である0θ∂ogo肋舳sp．の産出が認め
　　　　　　　　　　　　30）
られたことである。HIRAN0によると、南極圏におけ

る066og・o〃｛z㈱属の産出はFRITsCH（1910．1912）

による南オークニイ島の調査から未成熟藻体の報告が知

られているだけで，今回のような南極大陸露岩帯の湖沼

での産出、さらに成熟した藻体に関する報告は全くみら

れていない。本藻は極めて特徴的な生卵器および受精卵

における小洗状の突起をもった膜構造が認められ，その

　　　優

分類学的な位置つけについては現在詳細な検討を行なっ

ており新種としての可能性が大きいものと考えられる。

本藻の産状についてみると，いずれも池底にかなり大形

のいわゆる＜藻類マット＞を形成しているのが認められ

る。このことから，このような＜藻類マット＞が従来の

知見のようにラン藻類の集塊であるとばかりはいえない

ことが指摘できる。今回の調査では，本藻の分布は西オ

ングル島の大池，スカルブスネスのひょうたん池，きざ

はし池，およびふなぞこ池近くの無名池，スカーレンの

大池およびラッパ池の6地点から認められており，今後

の調査によってはかなり広範に分布する可能性があるも

のと考えられる。

　2・3氷雷藻類
　いわゆる着色雪co1ored　snowの成因となるcryop－

1anktonとしての藻類に関しては，古くから南極圏でも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　29，28）
その存在が知られている　（HIRANO，福島）。しかしそ

の大部分は南極周辺の島を申心としたもので，南極大陸

あるいは大陸沿岸部の島では比較的少ない。昭和基地周

辺では従来このような着色雪は観察されていなかった。
　　　　32）　　29）
福島、1959．1973はこのことのひとつの要因として，昭

和基地周辺の夏期の気温が氷雪藻の生育にとって低すぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　31）
るのではないかと推論している。一方福島は，比較的

水温の高いオングル島の池から氷雪藻の代表種である

肋ψ”∂o〃舳α（＝Ko伽ZZα）肱肋召の出現を認めてお

り，条件さえととのえばそのような着色雪の出現する可

能性を暗に示唆している。また私の調査（秋山，1967，

表・3　主要藻類の出現状態

調査湖沼（46） 淡　水　瓶　水　塩　水
39　　　2　　　　5

jM05肋
1干ん0r〃Z｛∂｛〃〃Z

056〃励oれα

Hαη施∫o〃α

8ツ〃κん0600αω

！V；〃zα4Zα舳肋ooク眺

1）三6んo乏んプ｛”

17oブηz〃加4〃z

（フ05〃1αr加4〃Z

P伽刎4Zα〃α

（；Zoθo玄ん60θ

N0あZαれα

0〃og・o〃〃刎

8カα〃・α5炉〃〃Z

Tブ0加∂011θづ5

Dz〃α伽ZZα

Cん〃z06κo∫

αα60助0閉

32　　　　1

26　　　　1

23　　　　2　　　　1

20　　　　1

19

18

15

15

10

7
6
4　　　　2　　　　2

4
2

2　　　　2

　　　　2

　　　　1

　　　　1
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　21，22）

1968）によると，オングル島産の土壌の培養によって着

色雪の成因となる緑藻のKo伽〃αんθZη励6α（syn．

Ro助｛∂o舳刎αん幽鋤α1物）の出現が認められている。

今回の調査の結果，ルンパ島おうぎ浜にあるペンギンル

ッカリーの近くの5地点の残雪上に，橦色および緑色を

呈する着色雪の存在が確認された。

　今回発見された着色雪中の藻類組成は，場所により多

少の差異があり，比較的単純な場合としては，8oo”1α

およびC”〃η〃o刎o伽3により構成されており（橿色）

複雑な種構成をもつものとしては，860〃Zα，0此ツ5挑，

C〃α肌〃o刎o伽∫，扮伽｛oZαのHor刎泌z〃zstage，

1〉；〃肋Zαク舳此o畑5などの多数の種からなっているの

が認められた（緑色）。なお着色雪の成因としてはこの

ほかに8地ん0600α43，”θ30z〃〃”刎，KoZ｛θ”αなどがわ

ずかではあるが認められた。さらに今回の観察の結果，

これらの藻類のほかに原生動物のセン毛虫類を含む場合

が認められた。このことから考えると着色雪そのものが

明らかにひとつのm1CrOCOSmとして生態系を構成する

ものであることが指摘できる。すでに述べたように争福
29，32）

島は着色雪の形成には，低温で結氷状態ではその可能’性

がないことを指摘しており，さらに従来着色雪の観察さ

れる場所では雪の表面での融解が認められることを報告

している。今回私の観察した場所は，温度的にはこれら

の条件をもった所であることが認められる。しかし一方

藻類の増殖のためには，ある程度の無機塩の供給が必要

であると考えられる。今回の発見地が比較的大形のペン

ギンルッカリーの近くであることは，風送塩の一部とし

てさらにペンギン白身による栄養塩の供給の可能性が考

えられる。このような着色雪の形成に対して，ペンギン

ルッカリーからの栄養塩の供給が重要な役割をはたすこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33）
とについては，CURL，Jr　and　BEcKER，1970らによ

っても示唆されており，さらにSAMsEL，Jr．and
　　　　　　26）
PARKER，1972らのアノハース島における調査によって

もそのことがらがうらづけられている。CURL，Jr．and

BECKERらによると，南極半島における着色雪の種構

成の程度には変異があることが述べられている。また今

回の私の観察結果からもそのようなことが指摘できる。

さらにすでに述べたようにセン毛虫類なども出現するこ

とから，これらの集団構成の差が享ひとつには栄養塩の

供給程度の差，さらにmiCrOCOSmとしての遷移程度の

差などがその要因として考えられるがこれらについては

今後の詳細な調査に期待するところが大きい。

　214土壌藻類
　南極圏における土壌藻類に関しては比較的研究が少な
　　　　　　　　　　　　　　　　34）
く勇これまでにHOLM－HANSEN，1964，FLINT　and
　　　　35）　　　　　　　　36～38）
ETTL，1966，CAMERON，1968．1972，CAMERON　et
　　　39）　　　　　　　　　　　　49）
a1．1969，BARDINeta1．1969などがあり，主として生

態学的な研究が行なわれている。昭和基地周辺の土壌藻
　　　　　　　　　　　　　　　　　21，22）
類に関してはAKIYAMA，1967．1968によって，オング

ル島の砂質土壌の培養から，緑藻16，ラン藻9，ケイ藻

3，黄緑藻4争計32のtaxaについて報告されている。

今回の調査では土壌の培養と同時に，さらに現地の白然

状態下で肉眼的な大形のコロニーを形成するものについ

ても観察することができた。

　今回の観察によると南極露岩帯における好気性および

土壌藻類はその産状からみて次のような特徴的な群落を

形成していることが認められた。1）肉眼的な群落を形

成するものとしては，i）岩石表層の亀裂部などに発達

する群落，ii）蕪類団塊上に発達する群落、iii）ナンキ

ョクカワノリ群落，iy）砂申にうもれた石塊底部に発達

する群落などがある。さらに2）土壌中に散在する藻類

群落で，砂質土壌あるいは氷河成因のシルト質土壌の培

養により出現する藻類群落がある。これらを構成する藻

類は，その群落によってそれぞれ特徴的なフロラを形成

している。i）の岩石表層の亀裂部に発達する藻類群落

については従来まったく報告されていなかったもので，

これらは通常亀裂部の表面から2～3㎝程度の深さの部

分に，緑色～茶褐色のコロニーを形成している。これら

は主としてラン藻類のψ1〃〃o〃κ6θ，肋o舳励z〃z，

地吻6，肋g’0㈱ηαなどによって構成されている。この

なかで特に醐g．o〃θ伽属については従来南極からはほ

とんど報告されていない新知見である。ii）の蕪類団塊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32）
上に発達する藻類群落についてはすでに福島によって指

摘されており，主としてラン藻類のGZ0600砂∫αが主体

となっていることを報告している。今回得たいくつかの

材料についてみるとラン藻類の脇go脇ηα，ル5肋を

主体とした群落が認められ、さらにこ．の中に緑藻の

醐oん06000狐，ケイ藻類のH〃炊36肋，P伽舳Z鮒｛αなど

の単細胞性の藻類の混生するのが認められた。iii）のナ

ンキョクカワノリ群落は，これまでの調査では、MA－
　　　　41）
TSUDA1968によってオングルカルベン島にその産出が

報告されている。今回の調査では特にルンパ島に極めて

大形の群落が存在するのが認められた◎このほか大陸露

岩帯にあるペンギンルッカリーの周辺に多数の群落が認

められた。これらの群落は、肉眼的にはP閉54oZαの

葉状体を優占としているが，通常これに混じて地5玄oo，

Pんo榊励㈱，Nω｛αlZαなどが認められる◎iv）の砂

中にうもれた石塊底部に発達する群落については，すで
に福鉄よつてオングル島から報告されているが、今回

の調査によって，このような藻類群落が里大陸露岩帯の

各所に極めて豊富に存在することが認められた。この特
　　　　　　　　　　　　　　　　39）
異な藻類群落については争CAMERONによっても争極地

における極めて特徴的なものとして指摘されており，一
　　　　　　　　　　　　42）
方FRIEDMANNeta1．1967によって，イスラェルの



　　　42　　　　　　　　　　　　　　　　　秋　　山

砂漠地帯からも同様の現象が認められている。このよう

な現象は，乾燥と強い日射に対する藻類のひとつの適応
　　　　　　　　　　　　　32）
として考えることができる。福島によると，このような

岩石下の藻類としてラン藻類の助1z伽o伽6θが認めら

れることが報告されている。今回の観察ではA助αη0一

伽6召，αoω伽6θ，Pんo舳肋㈱，乃Z〃o伽虹8oツエo一

惚舳など極めて多数の藻類が検出された。2）の土壌

申に散在する藻類については至土壌試料の培養によって

検出されるもので，今回はBBM培地，20．C，500～

1000ルックス連続照射の条件下で，ラン藻類のαoθo一

肋鮒，助加〃06ψ3α，酌〃κん000・舳，肋0榊滅㈱，

1〉；05肋，A”励α舳α，脇9’01z㈱α，TOZ〃0伽伽，緑藻類

のC〃α〃z〃o榊o〃伽，8地んooo㏄郷，KZθろ50r伽肋〃〃，

KoZκZZα，C〃or060㏄〃η，Tと炉α6ツ5勿5，C〃or05ακ刎α，

Cん鮒〃伽η，黄緑藻類のM6ηo∂鮒，Bo炉：ソ6｛o畑3，

肋1κoo〃o閉，Mo伽Z1α枕05，H碗ro伽仰，Hθ炊0606一

αム，ケイ藻類のR舳〃Zα肋，ル扮泌Zα，Hα炊50ん加な

どが検出された。なおこれらの分類学的詳細については

現在検討中である。
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